
　
昨
年
は
、
皆
様
の
励
ま
し
の
中
で

農
林
水
産
副
大
臣
を
努
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

交
渉
、
輸
出
促
進
活
動
、
知
的
財
産

本
部
立
上
げ
と
牛
の
遺
伝
子
や
種
苗

等
の
保
護
対
策
、
新
経
営
対
策
、
災

害
対
策
等
々
、
盛
り
だ
く
さ
ん
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
皆
様

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
ご
意

見
等
も
政
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
併
せ
て
衷
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
院
で
は
予
算
・
農
林
水

産
委
員
等
を
務
め
、
党
で
は
総
合
農

政
・
林
政
・
水
産
調
査
会
の
会
長
代

理
ま
た
副
会
長
な
ど
を
務
め
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
・
参
院

選
挙
と
、
文
字
通
り
勝
負
の
年
に
な

り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
与
党
と
し

て
安
倍
政
権
を
支
え
、
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
前
小
泉
政
権
は
、
今
、
わ
が
国
で
必
要

と
さ
れ
る
改
革
の
促
進
に
大
き
な
弾
み
を

つ
け
ま
し
た
。

　
国
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
調
に
よ
っ
て
、

国
で
地
方
で
或
い
は
民
間
で
、
改
革
は
大

き
な
広
が
り
を
生
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
改
革
が
進
行
す
る
中
で
、
拙

速
に
効
果
を
求
め
た
り
、
十
分
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
し
に
進
め
る
と
、
そ
の
結

果
は
国
民
生
活
の
混
乱
と
し
て
跳
ね
返
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
財
政
改
革
に
伴
う
「
地

方
で
の
財
源
不
足
」
や
社
会
保
障
改
革
に

基
づ
く
「
医
療
・
福
祉
現
場
の
混
乱
」
は
、

残
念
な
が
ら
そ
の
実
例
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
改
革
の
行
程
は
、
た
だ
単

に
急
激
な
「
緊
縮
財
政
」
だ
け
を
強
い
る

も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
・

介
護
を
必
要
と
す
る
方
々
、
障
害
を
持
つ

方
々
へ
の
十
分
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
国
際
的
競
争
力
が
低
い
農
林
水

産
業
、
中
小
商
店
企
業
或
い
は
財
政
力
の

乏
し
い
自
治
体
の
目
線
で
調
整
と
是
正
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
各
分
野
で
の
改
革
へ
の
取
り

組
み
を
良
く
受
け
止
め
な
が
ら
、
よ
り
長

期
の
視
点
で
改
革
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。

　
国
民
生
活
が
混
乱
す
る
こ
と
を
最
大
限

避
け
な
が
ら
、
一
方
で
国
民
一
人
一
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
欲
張
り
で
な
お
か
つ
困

難
な
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諦
め
ず
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
暮
ら
し
た

い
！
」
国
民
誰

し
も
の
願
い
で

す
。
大
都
市
の

過
密
、
地
方
の

過
疎
、
危
機
管

理
の
面
か
ら
も

国
が
責
任
を
も
っ
て
調
整
解
決
し
、
安
心

し
て
住
み
や
す
い
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
国
づ

く
り
が
大
事
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
私
は
、
今
や
死
語
に
な

り
つ
つ
あ
る
「
多
極
分
散
型
国
土
の
形

成
」
と
い
う
言
葉
を
死
語
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

安倍総裁より、次期参議院選挙にむけての自民党公認証書を
授与されました。安倍総裁とは、昭和２９年生まれの同い年
５２才同士。安倍幹事長・幹事長代理時代の２年間、一昨年
夏の衆院選をはじめ、副幹事長として一緒に汗を流しました。
                                 　   平成18年11月29日

　
今
日
、
改
革
が
進
む
一
方
で
、
地
域
間

格
差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

倍
政
権
に
お
い
て
も
、
「
地
域
間
格
差
是

正
」
と
い
う
大
き
な
政
策
的
柱
を
立
て
ま

し
た
。

「
自
分
の
好
き
な
場
所
で
好
き
な
仕
事
を

　
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
も
４
年
後
の

平
成
二
十
二
年
度
末
と
迫
り
ま
し
た
。
昨

年
は
、
７
工
区
同
時
に
新
幹
線
の
高
架
事

業
が
着
手
さ
れ
、
十
九
年
度
の
予
算
（
事

業
費
）
も
１
０
４
５
億
円
で
決
ま
り
ま
し

た
。
熊
本
の
顔
と
し
て
更
に
重
要
性
が
高

ま
る
「
熊
本
駅
舎
」
は
設
計
者
が
決
ま
り
、

又
、
も
う
一
つ
の
顔
熊
本
城
で
は
、
築
城

４
０
０
年
記
念
を
前
に
、
本
丸
御
殿
大
広

間
を
主
と
す
る
熊
本
城
復
元
整
備
事
業
計

画
も
最
終
段
階
に
は
い
り
、
否
応
で
も
期

待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
十
年
前
国
会
議
員
に
な
り
た
て
の
私
を

「
整
備
新
幹
線
建
設
凍
結
解
除
！
」
に
駆

り
立
て
た
も
の
は
、
決
し
て
地
域
の
エ
ゴ

で
は
な
く
、
「
高
速
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
全
国
民
と
地

域
に
も
た
ら
す
利
便

性
と
発
展
を
願
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

　
強
い
意
志
と
国
家

百
年
の
計
を
も
っ
て
、

地
域
的
に
も
均
衡
の

取
れ
た
国
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

参
議
院
議
員

熊本駅周辺の高架工事現場【Ｈ19.1月】
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①
承
継
税
制
：
中
小
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
よ
り
後

　
継
者
で
あ
る
子
供
が
自
社
株
式
の
贈
与
を
受

　
け
る
際
の
非
課
税
枠
を
３
０
０
０
万
円
と
す

　
る
特
例
を
創
設
（
相
続
時
の
清
算
を
前
提
と

　
す
る
が
３
０
０
０
万
円
を
超
え
て
も
贈
与
税

　
率
は
一
律
２
０
％
）

②
特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の
損
金
参

　
入
制
限
措
置
が
、
基
準
所
得
：
８
０
０
万
円

　
以
下
か
ら
１
６
０
０
万
円
に
緩
和

③
中
小
同
族
会
社
に
対
す
る
留
保
金
課
税
制
度

　
の
撤
廃

な
ど
は
、
今
次
改
正
の
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま

す
。
是
非
と
も
中
小
企
業
の
活
性
化
と
後
継
者

確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

 

ま
た
、
年
末
に
か
け
て
十
九
年
度
の
税
制
改

正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
中
で
も

　
中
心
市
街
地
は
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
制
定

か
ら
８
年
を
経
て
、
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
と

評
さ
れ
る
よ
う
な
衰
退
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

そ
の
解
決
が
喫
緊
の
政
策
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
１
６
４
国
会

に
て
「
都
市
計
画
法
（
平
成
十
九
年
十
一
月
三

十
日
施
行
）

」と
「
中
心
市
街
地
活
性
化
法
（
平

成
十
八
年
八
月
二
十
二
日
施
行
）

」の
二
法
改
正

を
行
い
、
地
域
発
意
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組

み
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
以
下
の
事
業
を
中
心
と
す
る
支

援
事
業
の
大
幅
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

・
空
ビ
ル
の
公
共
・
集
客
施
設
へ
の
改
修
や
公

　
共
施
設
等
の
街
中
立
地
を
支
援
す
る
「
暮
ら

　
し
・
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
」
（
新
規
創
設
）

　
事
業
費
：
２
５
２
億
円
　
国
費
：
９
０
億
円

・
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
の
大
幅
拡
充

　
国
費
：
平
成
十
七
年
１
９
３
０
億
円

　
　
　
　
平
成
十
八
年
２
３
８
０
億
円

　
安
全
、
安
心
そ
し
て
安
定
し
た
食
生
活
は
、

国
民
一
人
一
人
の
幸
せ
の
基
本
で
あ
り
、
第

一
次
産
業
は
そ
れ
を
支
え
ま
す
。
ま
た
、
農

林
水
産
業
が
有
す
る
食
糧
安
全
保
障
を
含
む

国
土
・
環
境
・
景
観
の
保
全
機
能
な
ど
の
多

面
的
機
能
が
別
の
側
面
か
ら
国
民
生
活
を
し

っ
か
り
と
支
え
ま
す
。

　
そ
の
さ
な
か
２
０
０
７
年
に
は
対
豪
州
Ｅ

Ｐ
Ａ
政
府
協
議
を
始
め
る
事
が
決
定
し
ま
し

た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
と
同
じ
く
、
農
産
物
の
扱

い
が
協
議
の
焦
点
で
す
。

豪
州
農
業
は
、

①
農
用
地
面
積
で
日
本
（
５
百
万
㌶
）
の

　
９
０
倍
（
約
４
億
７
千
万
㌶
）

②
生
産
者
一
戸
あ
た
り
の
農
用
地
面
積
は
、

　
日
本
（
１
・
８
㌶
）
の
１
８
８
１
倍

で
あ
り
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
農
業
生

産
量
と
輸
出
量
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
我
が

国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
議
上
も
絶
対
に
譲
れ
な
い
と

す
る
重
要
品
目
（
牛
肉
、
酪
農
製
品
、
麦
、

砂
糖
）
の
大
生
産
国
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
ら

の
品
目
が
自
由
化
（
無
税
化
）
さ
れ
る
な
ら
、

我
が
国
農
業
と
国
土
に
与
え
る
影
響
は
農
林

水
産
省
の
試
算
（
７
９
０
０
億
円
）
で
は
図

り
き
れ
な
い
壊
滅
的
な
も
の
を
想
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
民
党
と
し
て
「
政

府
が
交
渉
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
決
し
て
重

要
品
目
に
関
し
妥
協
し
な
い
こ
と
を
旨
と
し
、

慎
重
な
協
議
を
行
う
よ
う
」
申
し
入
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
し
っ
か
り
と
豪
州
の
出
方
と
協

議
の
行
方
を
見
守
り
な
が
ら
、
適
宜
に
意
見

と
行
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
い
ぐ
さ
・

畳
表
対
策
に

つ
い
て
は
、

生
産
者
が
よ

り
安
心
し
て

高
品
質
畳
表

の
生
産
に
取

り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ

う
、
自
ら
が

陣
頭
指
揮
を

執
り
、
金
子
大
臣
政
務
官
共
々
に
見
直
し
の

検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
国
の
制
度
と
し
て
過
去
発
動
が

な
か
っ
た
と
い
う
実
態
に
即
し
、
機
動
的
な

助
成
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
助
成
基
準
価
格

を
現
行
の
１
区
分
か
ら
「
銘
柄
品
」
と
「
一

般
品
」
の
２
区
分
に
分
割
す
る
な
ど
の
発
動

要
件
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
現
場
の
要
望
に

十
分
応
え
ら
れ
る

内
容
で
あ
り
、
付

加
価
値
の
高
い
銘

柄
品
の
い
ぐ
さ
の

作
付
け
が
拡
大
し
、

産
地
の
体
質
強
化

が
進
む
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

宇土市商工会の皆さんと中小企業・商店対策、
まちづくりについての意見を聞く。【12月14日】　

農林水産大臣室
右隣は金子泰之大臣政務官　【9月14日】　

　昨年、地方卸売市場（田崎市場）を
訪問しました。
　ここは多種多様な農林水産物を消費
者に届けるための基幹施設であります。
産地にとっては販売・代金決済の面で
安心できる出荷先でもあるのです。
　懇談を通じて重要な機能を如何に伸
ばすべきか活発な議論をしました。
　　　　　　　　　　　　【8月19日】

農林水産省知的財産戦略本部長として、
愛知県立渥美農業高校を訪問し、特許
技術（申請中）を活用した四角いメロ
ン「カクメロ」の栽培を視察しました。
立派に育ったメロンはずっしりと重か
ったです。
　同様の取り組みが、熊本県立鹿本農
業高校でも始まったようです!
ガンバレ！高校生！　　　【7月11日】
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今
回
、
こ
の
会
報
に
、
私
の
思
い
を

載
せ
て
頂
き
ま
す
事
に
対
し
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
十
六
年
五
月
、
不
安
と

重
責
を
感
じ
な
が
ら
、
県
農
協
青
壮
年

部
委
員
長
に
就
任
以
来
、
全
青
協
の
会

長
を
終
え
る
ま
で
の
３
年
間
を
振
り
返

る
と
、
農
業
界
は
ま
さ
に
一
大
転
換
期

だ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
米
改
革
大
綱
の

決
定
に
始
ま
り
、
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
等
大
綱
の
決
定
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
ー
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

施
行
等
の
新
た
な
取
り
組
み
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
又
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
や

Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
と
我
々
農
家
の

力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
問
題
が

次
々
に
起
こ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
様
に
局
面
で
い
つ
も

先
頭
に
立
た
れ
て
活
動
を
さ
れ
て
お
ら

れ
る
三
浦
先
生
の
姿
を
見
て
、
大
変
心

強
く
感
じ
て
い
た
一
人
で
し
た
。

　
私
自
身
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
で
は
、
メ
キ

シ
コ
の
カ
ン
ク
ン
や
香
港
で
、
「
日
本
提
案

の
実
現
に
向
け
」
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
更
に
全
青
協
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
政
府

支
援
請
願
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
時
は
、
副
大

臣
と
し
て
請
願
書
を
受
け
て
頂
い
た
り
と

色
々
な
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
三
浦
先
生
に
は
、
是
非
ご
当
選

い
た
だ
き
、
我
々
農
業
者
の
代
弁
者
と
し
て
、

活
躍
を
ご
期
待
致
し
ま
す
。

　
全
国
農
協
青
年
組
織
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
与
　
藤
木
　
眞
也

　
国
民
一
人
一
人
が
、
安
心
し
て
仕
事
を
し
、

学
び
、
暮
ら
す
た
め
に
は
、
将
来
に
対
す
る
十

分
な
展
望
が
持
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
１
０
０
０
兆
円
を
こ
え
て
、
国
民
負
担
率
を

６
％
も
押
し
上
げ
る
と
い
わ
れ
る
「
国
・
地
方

の
財
政
赤
字
」
の
削
減
に
努
め
る
こ
と
は
勿
論

大
事
で
す
。
が
、
一
方
で
、
安
定
し
た
「
年
金

制
度
」
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
「
国
民
皆
保

健
制
度
」
を
し
っ
か
り
維
持
し
、
増
大
す
る

「
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
の
福
祉
需
要
」
へ

の
対
応
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
暮
れ
の
予
算
論
議
の
中
で
は
、
社
会
保
障
費

全
体
の
伸
び
は
抑
え
な
が
ら
も
、
必
要
な
部
分

で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
関
連
の
改
善
策
と
し

て
、
９
６
０
億
円
に
上
る
対
策
費
用
等
を
十
八

年
度
補
正
と
し
て
盛
り
込
む
な
ど
、
積
極
的
に

取
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
後
も
「
政
策
的
な
ぎ
り
ぎ

り
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

食糧自給率向上・中山間地対策として、
普段から放牧の重要性を主張する三浦議員

あか牛は他の肉用牛と比べ生育期間が短く、
食べてとってもヘルシーという特長があります。

宇土市すみれ保育園にて、かわいい園児たちと
一緒に。はやく大きくなってください！　　　【12月】

ＪＡ青年部全国協議会の代表　藤木眞也氏
から農林水産省を代表してＷＴＯ農業交渉
についての要請をうける。　　　　【2月15日】

　
昭
和
二
十
二
年
の
制
定
後
、
教
育
基
本
法
の
改

正
が
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
改
正
論
議
は
、

今
日
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
国
民
の
多
く
の
皆
様
と
共
に
、
私
自
身
も
こ
の

改
正
の
中
に
盛
り
込
み
た
い
と
願
い
、
ま
た
意
見

を
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
基
本
法
の
中
に
「
公
（
お
お
や
け
）
」

の
一
文
字
を
入
れ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
、

「
公
共
の
精
神
」
と
い
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
反
日
デ
モ
の
あ
と
、
日
本
に
留
学
し

た
中
国
人
の
意
見
を
聞
き
、
あ
る
種
の
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
「
日
本
の
中
で
は
、
自
分
と
家

族
と
一
部
友
人
の
範
囲
ば
か
り
で
物
事
を
考
え
て

い
る
人
が
多
い
。
そ
ん
な
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

少
な
い
。
」
と
い
う
痛
烈
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
、
家
族
か
ら
始
め
、
地
域
が
、
社
会
全
体
が

互
い
に
思
い
や
る
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
感
じ
ま
す
。
今
回
の
改
正
が
将
来
そ
の
大
き
な

一
助
と
な
っ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

タ
ー
対
策
な
ど
に
つ
い
て
十
九
年
予
算
で
は
、
そ

の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
少
子
化
対
策
は
ま
さ
に

総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
三
浦
一
水
副
大
臣
は
三
十
日
、
耕
作
放
棄
地
や
水
田

裏
を
活
用
し
た
放
牧
に
力
を
入
れ
る
熊
本
県
美
里
町
の

肉
用
牛
放
牧
地
を
視
察
し
、
放
牧
が
畜
産
の
低
コ
ス

ト
・
省
力
化
や
飼
料
自
給
率
の
向
上
に
大
き
く
役
立
っ

て
い
る
事
を
確
認
し
た
。

　
視
察
し
た
の
は
、
第
十
回
全
国
草
地
畜
産
コ
ン
ク
ー

ル
の
協
会
賞
を
受
賞
し
た
明
石
良
生
さ
ん
（
あ
か
牛
研

究
会
代
表
）
の
放
牧
地
。
約
８
㌶
で
１
６
頭
の
牛
が
歩

く
現
場
で
副
大
臣
は
「
全
国
に
向
け
て
模
範
に
す
べ
き

モ
デ
ル
だ
」
と
話
し
た
。
鳥
獣
被
害
の
防
止
な
ど
に
つ

い
て
も
懇
談
し
た
。

平成18年8月31日（木）　　　日本農業新聞

　
全
国
的
に
「
少
子
化
」
の
現
象
は
さ
ら
に
顕

著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
そ
の
対
策
を
強

化
し
、
子
育

て
世
代
が
安

心
し
て
子
育

て
に
励
め
る

環
境
づ
く
り

が
急
務
で
す
。

　
長
時
間
保

育
、
休
日
保

育
等
の
子
育

て
支
援
対
策
、

ま
た
ニ
ー

ト
・
フ
リ
ー

ISSUI HOTLINE

ISSUI HOTLINE No.15



熊本産小麦全粒粉パン

農林水産副大臣
　　　就任祝賀会！

食育の推進！ 「知的財産権の保護」と「我が国農産物の
　対中輸入解禁」を強く要請！

第73回日本ダービーの表彰式

「食を考える国民フォーラム」に、

食育を積極的に推進いただいている、服部栄養専門学校の服部幸應校長と

ともに、出席。国民の食事と食農教育について考えました。

健康な体の維持には、バランスのよい食事を心がけることが大切です！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　[６月26日]

農林水産副大臣として訪中し、中国農業部

(牛盾副部長)、中国産畳表の対日輸出責任者、

穀物流通関係者を訪ね、知財保護制度やポジ

ティブリスト制、中国へのコメ等輸出解禁な

どについて会談。　　　　　　　[９月４日]

会場は１,３００名を越えるお

客様に出席いただきました！！

ゆき届かない面があったかも

しれませんが、多くの方々に

お祝い、また激励をいただき

心より御礼申し上げます。

（女性部の方々と）

　　　　　　　　[２月24日]

つくば市の試験

研究機関を視察

した際、熊本産

小麦でつくった

全粒粉パンをい

ただきました。全粒粉とは種皮部や芽

を取り除かずに製粉した小麦粉のこと

で、約２倍の食物繊維を含むことから、

健康志向型の食品として期待されます。

　　　　　　　　　　　　[８月22日]

ＪＲＡ(中央競馬会)は農林水産省の所管にな

ることから、日本ダービーの表彰式(東京競

馬場)に出席し、馬主さんに内閣総理大臣賞

を贈呈しました。

結果はメイショウサムソンが優勝し２冠馬達

成でしたが、ＪＲＡキャンペーンキャラクタ

ーの中居正広さんも表彰式に出席してくれ、

農水副大臣にまでもファンサービス！さすが

人気タレント、愛想の良さに政治家もびっく

りでした！　　　　　　　　　　[５月28日]

〔Bears（熊本製粉）ご提供〕

ISSUI HOTLINE

ISSUI HOTLINE No.15  No.15  2007 winter

熊本インター・阿蘇方面

宇土方面 至熊本空港インター

●熊本工業高校
●自衛隊

熊本東郵便局

●
九州電力

●ガスト

●
競輪場

京塚線

熊本県庁

三浦一水
熊本事務所

熊本事務所のごあんあい●自由民主党熊本県参議院選挙区第三支部
〒862-0951　熊本県熊本市上水前寺2-10-6

TEL(096)382-3737  FAX(096)382-4300
E-mail : info@miuraissui .com

●参議院議員会館
〒100-0014　東京都千代田区永田町2-1-1-721

TEL(03)3508-8721  FAX(03)5512-2721

http://www.miuraissui.com

http://www.miuraissui.com/m
携帯サイトはこちらから

三浦一水のフォトフラッシュは、
ホームページにも多数掲載しています。
アクセスはこちらから
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